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●  日  時 平成３０年５月１９日（土）10時30分～12時00分  

●  会  場 静岡県地震防災センター（静岡市葵区駒形通５丁目９-１） 

 

テーマ 『富士山はどうしてそこにあるのか』 
 
講 師  首都大学東京 名誉教授 山崎晴雄 氏 
～「富士山はどうしてそこにあるのか」「日本列島100万年史」著者 地震地質学の専門家～             
（講演概要） 
日本で最大かつ最も美しい火山である富士山は、偶然、駿河湾奧の静岡県東部（山梨県南東部でもありま

す）に位置しているわけではありません。プレートテクトニクスや日本列島の地質構造、地殻変動の歴史な

どを反映して現在の姿に至っているのです。 

講演では地形や地質、特に富士山形成の歴史、構成する岩石の特徴、噴火の特徴や歴史、周辺地域の地質

構造や地殻変動との関係などさまざまな観点から、どうして富士山は現在そこに位置しているのか、そして、

富士山はどうして美しいのか、ということを詳しく説明したいと思います。 

 

 



静岡県防災センター講演  講演要旨 平成 30 年 5 月 19 日（土）10:30～12:00 
首都大学東京名誉教授 山崎 晴雄   富士山はどうしてそこにあるのか  
 
富士山が美しい理由： 富士山は日本一の高さと大きさを誇る円錐形の成層火山である。山脈から離れた

独立峰で緩やかで広い裾野を拡げており、これが富士山の雄大さを強調している。山体には深い谷は

掘り込まれておらず、全体に滑らかな斜面に覆われている。これらが、富士山がどこから見ても美し

い理由である。 
富士山を構成する岩石： 玄武岩という SiO2 成分の少ない黒色の火山岩である。固まる前の玄武岩質

マグマは粘性が低く流動性に富む．そのため噴出した溶岩は頻繁に山頂から麓まで流れ下り、結果と

して円錐形の成層火山が形成された。また。火山活動の時期が地質学的に新しく、そのため谷による

浸食が余り進んでおらず、全体を滑らかな斜面が広く覆っている。 
富士山の位置： 富士山はフィリピン海プレートとユーラシアプレートとの間の沈み込み境界である、

駿河トラフの内陸延長部に位置している。このプレート沈み込み境界は沈降域の連続であり、駿河湾

から富士山の下を通り、丹沢山地の南縁を抜け、東側の足柄平野から相模湾に続いている。プレート

沈み込み境界は本来海の中にあるものだが、ここでは伊豆半島ブロックが本州に衝突しているため、

境界が陸上に現れている。また、伊豆諸島の東側にある太平洋プレートが、ユーラシアプレートやフ

ィリピン海プレートの下に沈み込んだために作られたマグマは、東北の奥羽山脈から中部山岳、八ヶ

岳、富士山、伊豆半島、伊豆諸島の火山として線状に連なって噴出している。 
 つまり富士山はプレート沈み込み境界と、それとは直接関係しない火山帯（弧）の交点に位置して

いる．これは世界の他地域には存在しない。 
 火山は通常基盤の高度の高い地域に噴出して 
いるが、富士山はプレート沈み込み境界という 
沈降地域に、より地下深部で形成された玄武岩 
質マグマが噴出したため、広い裾野をひろげる 
ことができ、それが美しい山容を形成したと 
考えられる。 
富士山の将来： 富士山は過去において今と 
同じ姿をずっと保っていたわけではない。縄 
文時代までは富士山の前身、古富士火山の一 
部が山頂とは別にもうひとつピークを作って 
いたと考えられている。それが 2900 年前に 
崩壊して消失し、現在の均衡の取れた山容に 
なったのである。つまり、美しい富士山は最 
近作られたもので、将来噴火等によってまた 
変化してしまうかも知れない。富士山の美し 
い姿は長い富士山の歴史の中でも、現在の一 
瞬だけに認められるものなのかも知れない。  図 日本付近の沈み込み帯と火山帯の分布 
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